
【Ｐｌａｎ - 計画】

（２）事務事業の概要
■ □ 昭和 14 年

■ □ □

■ □

課長 富岡　登 体系コード 42213-01 科目コード 01-10-04-02-004-01

（１）総合計画上の位置づけ
章 豊かな心と文化をはぐくむまちづくり 事業

期間

開始年度 平成

節 豊かな心をはぐくむ教育を進めます 終了予定年度 －

寒川町　　平成20年度事務事業評価シート（平成19年度実施事業）

事務事業名 ふれあい塾運営事業（H14～16年度名称：放課後児童健全育成事業） 第２班 第１事業

主管課・担当名 生涯学習課青少年担当 根拠法令等 放課後子どもプラン推進事業実施要綱

（３）事務事業の目的

項 青少年の育成

事業
内容

学校施設を活用しながら、放課後の小学生の居場
所づくり事業の充実を図り、児童の健全育成を推
進する。

小項目 青少年活動の推進

細項目 地域教育力の充実

重点プロジェクト いきいき 環境 にぎわい

事業区分 ソフト事業 ハード事業

成果指標（単位）、または数値化
できない成果

参加児童数の推移（人）

成果指標等の設定理由
参加児童の増減が、事業の評価に通じるため。

目標値設定の考え方 平成１８年度の実績を参照

目
的

対象（誰（何）のために） 児童（小学生）

意図（どのような状態にした
いのか）

放課後の児童の居場所を確保し、大人の見守りの中で、児童が自由に遊んだり学んだりで
きるようにする。

（４）成果指標

【Ｄｏ - 実施】

目標 実績 目標 実績 目標 実績

20,000 20,000 20,000

目標 実績 目標 実績 目標 実績

5 5 5

900 900 900

予算 実績 予算 実績 予算 実績

目標値設定の考え方 平成１８年度の実績を参照

平成２３年度

18,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000
目標値

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（１）成果指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

参加児童数の推移（人） 18,000 18,806 20,000 21,631

平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

20,000

数値化できない成果の達成状況

（２）活動指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

5

開設日（延べ日数） 865 803 900 880 900

開設場所（カ所） 5 5 5 5

（３）事業費　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

予算 実績 予算 実績 実績 予算

直接事業費 4,009 3,270 3,982 3,142

財
源
内
訳

一般財源 4,009 3,270 2,902 2,130

使用料・手数料

国県支出金 1,080 1,012

執行率 81.6% 78.9%

その他

内
訳

投入人員 0.4 0.4 0.4

人件費 2,942 2,942 2,930 2,930

0.4

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325訳 平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325

総事業費 6,951 6,212 6,912 6,072



【Ｃｈｅｃｋ - 評価】

（１）前年度評価シートの改善内容の実施状況

（２）事務事業の評価

■

□

□

■

□

□

■

□

・町が実施すべき事務
事業か

町が行わなければな
らない

平成１９年度の改善予定 平成１９年度の改善結果

ふれあい塾に参加するためには、一度家に帰ってから
参加することになっているが、一之宮小学校におい
て、放課後直接参加できるような取り組みを図る。

一之宮小学校で教室を使用し、放課後帰宅せず直接ふれあい塾に参
加できるような試みを行った。

評価の視点 評価のポイント 評価 理由

参加者や全児童の登録率の上昇から判断して、成果は上
がっていると考える。

成果は十分とはいえ
ない

成果は上がっていな

町が行った方がよい

・町民との協働は進め
ているか

町が行うべき必然性
が低い

有
効
性

対象者の満
足度や事業
の達成度は
どうか(成果

・目標の達成度
・成果の向上
・活動内容は適切か

十分成果が上がって
いる

妥
当
性

事務事業を
実施する必
要があるの
か

・必要な事務事業か
・事務事業のニーズは
・事務事業の公共性は
･社会環境変化

妥当である 子どもの安全が叫ばれているなかで、大人達が見守りなが
ら、異年齢の子ども達が一緒に遊んだり、学んだりする場を設
けることは必要な事業である。

どちらかと言えば妥
当である

あまり妥当ではない

町が主体と
なって実施
する必要が
あるのか

学校施設を開放し、地域の住民の協力で行っている事業であ
り、国の「放課後子どもプラン」に基づき、児童クラブとの連携
を図ることからも、町が主体となり実施すべき事業である。・町が実施しない場合

の影響は

□

■

□

□

【Ａｃｔｉｏｎ - 改善】

（１）事務事業を進めていく上での課題、解決に向けての改善内容

（２）事業の今後の方針（課長による評価）

□ ■ □

■ □ □

■ □ □ □

成果は上がっていな
い

効
率
性

事業費に無
駄はないか

・事務事業は効率的に
行われているか
・コストの節減
・実施手法
・受益者負担

適切である

どうか(成果
指標の状況)

・活動内容は適切か

妥当性

有効性

体験学習等の事業の実施。 世代間交流を図る。 体験学習等の事業の増加。

地域の住民にボランティアとしてご協力をいただき、子ども達
とのふれあいのなかで、効率的な運営に努めている。

適切だが改善の余地
がある

効率的でない

課題 平成２０年度 平成２１年度以降

理由
各小学校に一カ所の開設が適切であると考える。

成果指標の目標 高める 設定どおり 下げる

効率性

効率的と考えるが、ボランティアの不
足はある。

広報紙等でボランティア募集をしてい
く。

広報紙等でボランティア募集をして
いく。

活動指標の目標 高める 設定どおり 下げる

５小学校の連携を密にし、効率的な運営に努める。

理由
参加人数は、実績から判断して高める必要がある。

事務事業の方向性 方法改善 現状維持 縮小・廃止・終了 統合

理由・内容
５小学校の連携を密にし、効率的な運営に努める。
世代間交流事業など新たな事業展開を推進する。

部長確認 金子登喜男 確認日 2008/10/15


